
市議会レポート  2017年度決算は継続審議に 

 平成 30 年度 9月定例会は 9月 3日に開かれ、10 月 10 日に閉会した。例年 9月定例会
では昨年度決算を審査し認定するが、今回は会期中に賛否を判断できず継続審議となった。
これは、市立保育園の土地賃借料や業者への支払いの滞納、非常勤職員の報酬支払いの遅延
および時給単価の誤り等の不適切な会計処理が発覚し、決算額の信頼が損なわれたためであ
る。決算の認定ができないのは極めて異例だ。 
 こうした議会の厳しい反応を受け、市は数万件に及ぶ伝票を精査して 11 月中旬を目途に
議会に報告することとし、市の調査結果の報告を受けた後に改めて市議会 12 月定例会で決
算に対する賛否を決めることになる。 

 
市長に提言書を提出 
 このように、市職員による給食費の横領事件をはじめ不祥事が相
次ぎ、再発防止のため業務手順の見直しなどを進めてきたが効果を
あげず、市役所のガバナンスの欠如が甚だしい。 
 そこで、会派民主クラブは内部統制のあり方について抜本的に見
直す必要があると考え、市長に対し『藤沢市役所の再生に向けて』
と題した緊急提言書を 10 月 10 日に提出した。A4 用紙一枚にまと
めたもので、会計、人事／文書管理、企画等について、建設・福祉
といった各部門内の権限と責任を明確にするために部門の総務機能
を強化するよう執行体制を改めること、が提言書の骨子だ。 
 我々の提言は抜本的対策なので直ちに実行することは難しいかもしれないが、いずれにせ
よ鈴木市長がリーダーシップを発揮し、早急に信頼回復に向け市役所組織の変革に取り組ま
なければならない（柳田秀憲）。 
 

参考：2017 年度決算 
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 収 入 額 支 出 額 翌年度に繰り越す財源 翌年度繰越額 

一般会計 1,575億 2,444万 9千円 1,509 億 1,725 万 4千円 2 億 0,393 万 2千円 ＋64億 0,326 万 3千円 

７特別会計  840 億 8,958 万１千円  804億 8,417万 3千円 2 億 3,440 万  余円 ＋33 億 7,100 万 8千円 

２企業会計  392 億 7,695 万 余円  441億 1,277万 4千円 ̶ ̶ 

合 計 2,808 億 9,098 万２千円 2,755 億 1,402 万 2千円 4 億 3,833 万 2千円 ＋97 億 7,427 万 余円 
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（会派から市長に宛てた提言書） 


